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５ 小倉南区のみどころ 

（１）観光スポット 

【平尾台】 

平尾台は、日本三大カルストの一つで、国の天然記念物に指定されています。 

標高３００～７００メートル、南北６キロメートル、東西２キロメートルにわたり、

石灰岩が散在する様子は、草原で遊ぶ羊の群れを思わせます（羊群原）。 

春の野焼き、夏の新緑、秋のススキ野、冬の雪化粧など四季の美しい変化を楽し

めます。さらには、全国の規模のクロスカントリーやトレイルランニングレースな

どのスポーツ大会も開催され、ほかでは味わえない変化に富んだコースを走るこ

とができます。 

【ソラランド平尾台（平尾台自然の郷）】 

   平尾台の自然に親しみ、遊びと学びが体験できる施設です。広大な園内には、

芝生広場や展望台、グランピング施設やキャンプ場、パークゴルフ場、そば打ち

などの体験ができる工房などがあり、一日中のびのびと過ごすことができます。 

【平尾台自然観察センター】 

平尾台に生息する動植物や地形、ハイキングコースなどを、ハイビジョン映像や

ジオラマ模型、パソコン検索などで分かりやすく紹介しています。 

鍾乳洞 平尾台の羊群原 

ソラランド平尾台（平尾台自然の郷） 平尾台自然観察センター 
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【合馬竹林公園】 

  合馬竹林公園（展示館）は、初夏にはホタルが飛び交

う合馬川のほとり、良品なタケノコの産地で有名な小倉

南区合馬にあります。竹は古くから日本人の生活と密接

な関係のある植物で、鑑賞用はもとより、食用、建築用、

工芸用、楽器用、玩具用まで幅広く利用されています。 

また１日に１メートル以上伸びる旺盛な生命力から、

文学上でも「竹取物語」はもちろん、「古事記」「日本

書紀」のなかにも竹にまつわる伝説がいくつもありま

す。 

展示館で、竹の世界を学び、約150種類の竹・笹類があ

る見本園を散策するなど、いろいろな楽しみ方がありま

す。 

【菅生の滝】 

   菅生の滝は、市内で落差最大の滝です。紫川の上流、

道原の国有林内にあり、水源は福智山から発していま

す。上部の滝が最も高く、落差が約３０メートルもあり

ます。 

   ここの地名「菅生：すがお」のいわれは、滝のしぶき

の勢いに女性の化粧も落ちて「素顔」になってしまうか

らだという説もあります。緑の木かげが美しい菅生の

滝。夏は子どもたちの渓流遊びの場にぴったりです。 

【春吉の眼鏡橋】 

大正８年（１９１９年）に建設された市

内唯一の石造二連アーチ橋です。左右対称

の美しいアーチ型が周辺の里山と調和が

とれており、美しい風景を作り出していま

す。 

合馬竹林公園 

菅生の滝 

春吉の眼鏡橋 
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【昭和池】 

昭和９年（１９３４年）の干ばつを機に、                 

県・国に対して貯水池築造の運動が展開され、

昭和１４年（１９３９年）工事に着手、戦争中

の物資難の中、昭和１９年（１９４４年）に完

成しました。 

貯水量は７６万トン。池の周辺には、約１，                

２００本の桜の木が植えられており、多くの市

民に親しまれています。 

【曽根干潟】 

 曽根干潟は、市内最大の５１７haの広さで、福岡PayPay   

ドームのおよそ３０個分にあたります。潮が引くと、沖に  

ある間島まで歩いて渡ることができます。 

 干潟には、シオマネキや絶滅が心配されているカブトガ

ニなど多くの種類の生きものが暮らしています。 

 また、世界的にも数が少なくなっているズグロカモメな

ど、渡り鳥を観察することもできます。 

【長野緑地】 

長野緑地は、「自然と人を育む、体験・交流公園」を   

テーマに、体験学習、健やか交流、環境保全の３つのゾー

ンを設け、広域交流拠点として整備された公園です。      

園内には幼児団体の宿泊や日帰り遠足に利用できる施設

「もりのいえ」や子どもたちに大人気の大型コンビネーシ

ョン遊具、全国最大規模の山城といわれる長野城址などが

あります。 

【アドベンチャープール】  

夏季限定のアドベンチャープールは、波のプール

やウォータースライダーなど６つの個性的なプール

を備えた、子どもから大人まで楽しめるレジャース

ポットです。 

昭和池公園 

曽根干潟 

長野緑地 

アドベンチャープール 
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【花農丘公園（総合農事センター）】 

 平成３０年４月から主に公園として利用

されている区域については指定管理者制度

が導入され、「農業を知り、自然にふれ、市

民が笑顔になる公園」として、バラ園や梅園、

日本庭園に加え、野外バーベキュー場やドッ

グランなど、新たな取組みを行っています。 

 さらに毎年１１月には、北九州市を代表す

る海の幸、山の幸に加え、鹿児島県南九州市

や、岩手県釜石市の特産品が大集合する「農

林水産まつり」が開催されます。 

【小倉南図書館】 

   教育委員会が地区図書館として小倉南図書館を整備し、平成３０年３月３０日

に開館しました。 

   隣接する公園との連続性を活かした図書館レイアウトとなっており、館内だけ

ではなく、屋外でも読書活動が行える多様な読書環境を創出（玄関前テラス・屋

上テラス）しています。セミナー室（約１００席）は地区図書館では最大です。 

○施設概要 

  ・敷地面積：約２，４００㎡ 

（若園四丁目公園と小倉南特別支 

援学校の一部） 

  ・延床面積：約２，５００㎡ 

（地上３階建て） 

  ・蔵書能力：約２５万冊 

  ・駐車台数：２６台 

〇管理方法 

 指定管理（日本施設協会・図書館 

流通センター共同事業体） 

〇郷土資料室～藤田哲也博士紹介 

地元からの要望により、世界的な気象学の権威  

である藤田哲也博士を顕彰するコーナーを設置 

    ・胸像（藤田哲也博士を顕彰する会 寄贈） 

    ・紹介パネル（小倉南区役所製作） 

    ・研究資料（遺族寄贈） 

    ・関係図書（藤田哲也博士記念会 寄贈） 

〇郷土資料室～小倉南区の伝統芸能・史跡紹介 

（中央図書館製作） 

藤田哲也博士胸像 

花農丘公園（総合農事センター） 

小倉南図書館 正面 


